
1．緒　言
　山梨県のオリジナル品種であるスモモのʻサマービュ
ートʼおよびʻサマーエンジェルʼは，既に本格的な収
穫が始まっているが，外観による収穫時期の判断が難し
く，出荷された果実にもバラツキがあり課題となってい
る．一方，カキ1）やナシ2），リンゴ3）などでは果実の熟
度判定のためのカラーチャート（色表）が作成されて実
用化している．他の果実においてもカラーチャートが実
用化できれば，栽培経験が少ない人でも収穫適期の果実
を的確に判断できるようになり，高品質な果実の出荷が
可能になる．このことは山梨県産果実に対する評価の向
上につながり，「山梨ブランド」の確立に寄与するもの
と考えられる．そこで，スモモについて本県オリジナル
品種の生産者が果皮色を基準にして収穫適期の判断がで
きるカラーチャートの開発を目指した．
　本研究は，山梨県果樹試験場と山梨県工業技術センタ
ーとの共同研究として実施した．山梨県果樹試験場は，
成熟過程ごとに果実品質や果皮色，機能性成分の変化を
調査するとともに，追熟特性を明らかにした．工業技術
センターは，果樹試験場から提供される果皮色のデータ
から，果皮色判定に使用するための成熟過程ごとの果皮
色を再現したカラーチャートを作成した．また，最終的
に，果皮色と食味との関係を明らかにしたところで，収

穫適期となる果皮色を求め，それを判定できるカラーチ
ャートの開発を行なった．
　その結果，本研究では本県オリジナル品種のʻサマー
ビュートʼおよびʻサマーエンジェルʼのカラーチャー
トを試作し，合わせてその適応性を調査したので報告す
る．

2．実験方法
2−1　試作カラーチャート（第2版）の適応性
　試験にはY字形整枝の9年生ʻサマービュートʼおよ
びʻサマーエンジェルʼを各2樹供試した．適熟前後の
果実を第2版のカラーチャート値1〜5の色調に基づい
て，収穫した．
　果皮色については，̒ サマービュートʼは着色しない
部分の地色を，̒ サマーエンジェルʼは着色部を，色彩
色差計（KONICA MINOLTA CR-400）で果皮色のL＊a
＊b＊値を測定した．果実品質は，果実重，硬度，糖度，
酸度，食味を調査した．糖度は，果汁の可溶性固形物含
量を糖度計（ATAGO PAL-1）で測定し，屈折計示度
で示した．硬度はユニバーサル硬度計で，果実赤道部を
測定した．酸度は，pH試験紙（ADVANTEC BCG）で
果汁のpH値を測定した．食味は同一被験者による官能
試験で評価し，0（劣る）〜5（優れる）の5段階の指数
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で示した．
　機能性成分のうち，ポリフェノール含量は，フォーリ
ンチオカルト法により，果肉の新鮮重あたりのポリフェ
ノール含量に換算して求めた．果皮の総アントシアニン
含量は，分光光度計（NanoDrop）を用いて，抽出液の
520nmの吸光度を測定し，Cyanidin-3-glucoside chloride
の検量線（y＝163.29x）によりアントシアニン濃度を求
め，果皮の新鮮重あたりのアントシアニン含量に換算し
た．

2−2　収穫後の追熟特性の把握
　立ち木仕立て開心自然形の9年生ʻサマーエンジェ
ル （̓おはつもも台）を2樹供試した．第2版のカラーチ
ャート値2〜4の色調に合わせて果実をそれぞれ収穫し
た．収穫した果実は20℃の温度条件下に置いて追熟さ
せた．果実品質，果皮色の色調の変化を処理当日，2日
後，4日後で比較した．調査は，2−1の方法に準じて行
った

2−3　試作カラーチャート（第2版）の実用性の評価
　生産現場や指導現場での実用性を評価するため，果樹
担当の普及指導員とスモモ産地のJA営農指導員を対象
に以下の4つの質問を設定してアンケート調査を行った．
　①果皮色が再現されているか？
　②淡い着色〜濃い着色までの5段階は適当か？
　③ 前の質問で適当でないと回答した場合，適当なのは

何段階か？
　④背景の色（黒）は見やすいか？

3．結　果
3−1　試作カラーチャート（第2版）の適応性
　試作カラーチャート（第2版）を使って収穫したʻサ
マービュートʼの果実品質の推移を表1に示した．カラ
ーチャート値2を基準にした収穫では，糖度は12.1 B゚rix
であったが，食味は5段階の指数で2.0と低かった．カラ
ーチャート値3で収穫すると，糖度は16.3 B゚rixで，カラ
ーチャート2を基準に収穫した場合より，4.2 B゚rix向上
し，食味は3.5で著しく向上した．さらにカラーチャー
ト値4での収穫では，糖度が16.7 B゚rix，食味が4.2とな
り，果実品質はさらに向上した．
　試作カラーチャート（第2版）を使って収穫したʻサ
マーエンジェルʼの果実品質の推移を表2に示した．
　カラーチャート値2を基準にした収穫では，糖度は
15.8 B゚rixで，食味は5段階の指数で2.3とカラーチャー
ト値1による収穫より食味が向上した．カラーチャート
値3で収穫すると，糖度は17.7 B゚rixで，カラーチャー
ト2を基準に収穫した場合より，糖度は1.9 B゚rix，食味
は1.7向上した．カラーチャート値4では，糖度が17.2゜

Brix，食味が4.2となり，果実品質はさらに向上したが
硬度は0.1kg低下した．
　カラーチャート値を基準にした収穫で，̒ サマービュ
ートʼの果皮はカラーチャートの基準値が変わると地
色の変化を示すa＊値とb＊値が変化した．L値とΔEab値
は，カラーチャート値1からカラーチャート値2で僅か
に変化したが，それ以外では一定の傾向は認められなか

表1　カラーチャートを使った「サマービュート」の
果実品質の推移　　　　　　　　　　 　

表2　カラーチャートを使った「サマーエンジェル」の
果実品質の推移　　　　　　　　　　　 　

表3　̒ サマービュートʼの果皮色の変化

表4　̒ サマーエンジェルʼの果皮色の変化
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った（表3）．
　また，̒ サマーエンジェルʼは収穫の基準となるカラ
ーチャート値が変わると地色の変化を示すa＊値とb＊値
だけでなく，L値とΔEab値も同様に変化し，明度が変
化した（表4）．
　̒ サマービュートʼの機能性成分の内，果肉の総フェ
ノール量はカラーチャート値の基準による大きな変化は
認められなかったが，果皮のアントシアニン量は，カラ
ーチャート値による収穫基準の変化に伴って大幅に増加
した（表5）．̒ サマーエンジェルʼについても果肉の総
フェノール量はカラーチャート値の基準によって僅かに
変わったが，果皮のアントシアニン量は，カラーチャー
ト値による収穫基準の変化に伴って大幅に増加した（表
6）．

3−2　収穫後の追熟特性の把握
　̒ サマーエンジェルʼの収穫後の果実品質の変化を比
較し，表7に示した．カラーチャート値2による収穫で
は追熟しても糖度はほとんど変化しなかったが，食味は
追熟によって向上した．カラーチャート値3による収穫
では，収穫の時点で高品質であることから，追熟による
果実品質の変化は僅かであった．カラーチャート値4で
収穫した果実は，追熟によって糖度は向上し，食味も僅
かに向上した．̒ サマーエンジェルʼをカラーチャート
値2〜4で収穫して追熟すると，a＊値には追熟による大
きな変化はなかった．b＊値はいずれの基準値による収
穫でも追熟によって低下した．低下の幅はカラーチャー
ト値2＞カラーチャート値3＞カラーチャート値4の順に
大きかった．またL＊値も追熟によって低下した．ΔE＊

ab値はいずれの基準値でも追熟によって次第に低下する
傾向が認められた．（表8）．

3−3　試作カラーチャート（第2版）の実用性の評価
　̒ サマーエンジェルʼのカラーチャートについて果樹
担当の普及指導員，スモモ産地の営農指導員を対象に
アンケート調査を実施した．果皮色については「再現
されている」と評価した人が61.8％であった．淡い着色
から淡黄色まで5段階としたことについては「適当であ
る」と評価した人が85.3％であった．「多い」は8.8％，

表9　スモモ「サマーエンジェル」のカラーチャートの
　 　アンケート結果

表5　̒ サマーエンジェルʼの機能性成分の変化

表6　̒ サマービュートʼの機能性成分の変化

表7　追熱による「サマーエンジェル」の果実品質の変
　　 化（20℃）

表8　「サマーエンジェル」の果皮色の変化（20℃）
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「少ない」は5.9％であった．背景色（黒）が「見やすい」
と評価した人は85.3％であった（表9）．
　以上の結果より，試作カラーチャートは十分な実用性
があることが明らかになった．

4．考　察
4−1　試作カラーチャート（第2版）の適応性
　チャート色を基準にしてʻサマービュートʼを収穫す
ると果実品質はカラーチャートの基準値が上がるに従っ
て向上した．この結果は，これまでに富田4）が示した地
色が淡黄色になり，果実にやや弾力があることを目安に
収穫するとしたʻサマーエンジェルʼの収穫基準やこれ
までの試験結果と一致している．このことから熟度と果
皮色の変化には相関があると考えられた．またʻサマー
エンジェルʼについてもカラーチャートの基準値が上が
るに従って果実品質は向上した．̒ サマービュートʼの
果皮色はカラーチャートの基準値が変わると，緑色が減
り黄色味が増し，地色の変化を示すa＊値とb＊値が大き
く変化したことから，果皮色の測定が適切であったこと
が示された．‘サマーエンジェルʼについては地色の変

化を示すa＊値とb＊値の変化に加えL＊値の変化が大きか
った．カラーチャート値が進むにつれて地色の黄色味が
減少し．果皮の着色を示すa＊値の変化が，次第に増加
していることから，着色している部分の果皮色の測定が
適切であったことが示された．

4−2　収穫後の追熟特性の把握
　果樹では，樹種ごとに果実品質の評価基準が異な
る5）．また，スモモは，品種ごとに追熟特性が異なるた
め，品種ごとに特性を明らかにする必要がある6）．本試
験ではスモモの新品種ʻサマーエンジェルʼについて収
穫後の追熟特性を検討した．やや未熟なカラーチャート
値2の収穫では4日追熟すると糖度が16.4 B゚rix，食味は
3.6であった．カラーチャート値3で収穫すれば，2.0kg
の果実硬度を維持し，糖度が18.0 B゚rix，食味が3.5で品
質は向上した．カラーチャート値4の収穫でも品質は高
く，硬度も維持できたが，果頂部の先熟した果実が多く
なる傾向がある（データ略）ので，既報5）におけるʻサ
マービュートʼの結果と併せて，消費者への流通を考慮
すると，両品種ともカラーチャート値3での収穫が適当
であると考えられた．

4−3　試作カラーチャート（第2版）の実用性の評価
　アンケートの結果から，試作カラーチャートは十分な
実用性があることが明らかになった．具体的な意見とし
て，写真を基準にした方が良いといった意見もあったの
で，今後，写真による基準についても検討し，カラーチ
ャートと合わせて実用化をめざす．

5．結　言
　スモモʻサマービュートʼおよびʻサマーエンジェル
ʼのカラーチャートを開発し，デザインおよび製品化を
行った．開発したカラーチャートは，果皮色を適切に
表しており，カラーチャート値3で収穫することで，果
実特性のよい時期での収穫が行えることを確認できた．
スモモは，果皮色による収穫時期の判断が難しいが，本
研究で開発したカラーチャートを用いることで，就農経
験の多少に関わらず果実の収穫適期の判断ができるよう
になり，それにより高品質な果実の出荷が可能になると
考えられる．開発したカラーチャートは，オリジナル品
種供給協議会を通じて県内の栽培農家へ配布される予定
で，普及が見込まれる．
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